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ひかりが丘地域ケアプラザの目的

私たちは、地域の方々が住み慣れた場所で安心して暮らせるよう福祉保健サービス等を行います。

基本方針 ①利用者や地域に貢献するために各部門、地域や行政等と連携します。        2019 年 No.196

     ②互いに資質向上に努め、信頼に繋がるサービス体制を創ります。

☜当ケアプラザ HP



                                                         

色鉛筆画の会 ひかりギャラリー

１月４日、5 日はお正月プログラムでした。ケアプラザの玄関にはご家族からいただいた手作りの門松を飾

らせていただき、デイルームには松と万両をあしらった生け花や華やかなお正月飾りを飾らせていただきま

した。職員をまじえた羽根つきでは、「頑張って」「あぁ惜しかった」「もうちょっとだよ」と皆様にたくさ

ん声援をいただきました。負けた職員の顔には✖や眉毛、ちょび髭などがつけられて、「美人の顔がすごい

ことになっちゃったねぇ…でも楽しかったよ」と大いに盛り上がりました。今年も皆様に楽しんでいただけ

るよう職員一同頑張ります。

きらきら青魚

いきいきアート 臨床美術士 浅井千歳先生指導
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デイサービス 正月プログラム

私たちの町には、「ちょっと」したお手伝いの助けがあれば、日々の生活が出来る方々が沢山おられます。

本当に「ちょっと」した事なのです。「ゴミ出し」「灯油の補充」「電球交換」など、または、「風邪を引い

たから今日だけ買物をお願いしたい」など、そんな一昔前であれば近所付き合いの中で解決できた事が、

昨今は困難になってきております。地域のほんの少しの善意とほんの少しの時間をいただく事で、多くの

方々が安心して暮らしていけ、それがいつしか、自身の安心にもつながる事と確信しております。

佐々木様（地域の方）写真展



手足口病 原因のウイルスは、一種類ではなく

コクサッキーA16,A10,A6やエンテロ71など

が原因ウイルスと言われています。潜伏期は 3

日で、経口感染、水疱内ウイルスの接触によって

感染します。ウイルス血症が起きて、手掌、足蹠、

体幹、口内に丘疹、小水疱が播種状ないし散在性

に多発します。通常は、全身状態は良好で、発熱

は微熱程度のことが多く、口内疹のため乳幼児で

は食欲不振、飲水摂取低下や脱水、不機嫌になる

場合があります。合併症では、髄膜炎、脳炎など

が知られています。また 2～3 カ月のうちに爪が

生え変わることがあります。水疱が乾燥して、口

内疹が治っても糞便中にウイルスが 2～4 週排

出されるため、糞便の始末、手洗いの徹底が必要

です。

突発性発疹 原因はヒトヘルペスウイルス６．

７と証明されています。昔から知恵熱と言われて

いて２歳くらいまでが発症年齢です。突然３８度

以上に発熱し３日から５日続きます。解熱と同時

に発疹が出現します。発疹は粟粒から大豆大の紅

斑で、体幹から全身に拡大し、数日で色素沈着を

残さず消退します。

嘔吐、下痢、リン

パ節の腫脹、眼球

結膜の浮腫、熱性

けいれん、脳炎な

どを合併します。

1 月 18 日（金曜日）お城探索で小田原城に行ってき

ました。小田原城は戦国時代最大の城郭で、難攻不落

と言われた知る人ぞ知る名城。総構え（城下町全部を

囲む土塁や空堀）の跡を 2 時間ほど歩いたあとに、記

念に天守閣をパチリ！。澄んだ冬の青空が印象的でし

た。

小児のウィルス感染症  急性発疹症(4) ひかりが丘地域ケアプラザ協力医 森川 茂

54

地域包括支援センター 社会福祉士 西村

ひかりが丘地域ケアプラザのご好意により、平成 18 年に始まり、13 年の月日が経ちました。

薬膳料理は「医食同源」を基にした料理です。

高齢化社会をいかに健康に楽しく暮らせるか、自分らしく生きるか、その為には身近にある食材、

即ち草木や野菜・根菜・海藻・果物・動物の薬効を上手に組み合わせた食事作り、食卓を豊かに

して健康作りに役立てばと願って集った地域の集まりでした。長い間気持ちよく使用させていた

だきましたことを心からお礼申し上げます。とともに、ご利用下さった

方々に厚くお礼申し上げます。

薬膳料理の会 ：目黒サキ

大藤則子

（薬 膳 料 理 の 会  終 了）
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湯たんぽによる低温やけどに注意！

内容

金属製の湯たんぽをタオルなどで 3 重に巻いて足の下に置いて就寝して

いたら、左足のくるぶしがひりひりしてやけどしていた。（60 歳代 女性）

低温やけどは、心地よく感じる程度の温度のものでも、皮膚の同じ部分に長

時間接触することで発生します。湯たんぽの種類に関わらず発生するおそれ

があり、状況によっては重症化することもあるので、注意が必要です。

たとえ、タオルやカバーで包んでいても、湯たんぽを長時間身体に接触させると低温やけどに

なるおそれがあります。

特に就寝中の低温やけどを防ぐために、湯たんぽは布団を暖めるのみに使用し、布団が暖まっ

たら湯たんぽを取り出して就寝しましょう。

低温やけどは、見た目より重症の場合があります。痛みや違和感があるときは、すぐに医療機

関を受診しましょう。

見守り新鮮情報


